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平
成
3
年
第
4
固
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
刊
は
月

刊
白
か
ら
何
日
ま
で
の

9
日
聞
に
わ
た
り
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
3
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
村
山
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
だ
。

日

程

と

慨

要

開
会
日
の
日
日
は
、
提
案
さ
れ

た
は
議
案
の
提
案
理
由
説
明
並
び

に
議
案
の
細
部
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。型

ロ

H
は
、
上
松
案
件
に
対
す

る
質
疑
が
、
日

H
に
は

8
人
の
議

長
か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表
・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

上
程
案
件
並
び
に
請
願

3
件

・

陳
情
1
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

げ

uは
、
議
会
か
ら
付
託
さ
れ

た
上
程
案
件
並
び
に
梢
願

・
陳

情
が
各
常
任
委
員
会
で
慎
屯
に
審

査
さ
れ
、
最
終
日
の
目
日
に
は
、

広
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

町
が
推
奨
し
て
い
る
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
、
町

民
に
そ
の
趣
旨
を
充
分
に
周
知
さ

’E
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、
－

L

，‘，，れ’
ν

2

市
場
経
済
の
動
向
等
に
よ
り

鉄
ク
ズ
等
不
燃
焼
物

の
不
法
投
棄

が
子
恕
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
が
対

策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

3

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
町
有
施
設

の
均
衡
あ
る
利
用
を
図
る
た
め
、

施
設
問

・
利
用
者
聞
の
述
携
と
・調

較
に
腐
心
さ
れ
た
い
。

4

泊
病
院
経
常
健
全
化
計
画
の

最
終
年
度
に
あ
た
り
、
不
良
悦
務

解
消
の
た
め
の
財
政
情
直
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

5

来
る
べ
き
週
休

2
日
制
に
対

委
只
長
報
告

・
討
論
を
経
て
抹
決

の
結
果
、
上
松
さ
れ
た

M
議
案
は、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
朝
日
町
監
査
委
員
を

選
任
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
」

が
上
院
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
同
意
す
る
と
と
も
に
、
「
朝
日
町

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
」
の

選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新
し
い
選
挙

管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
l
件
な
ら
び
に

議
員
提
出
蛾
案
「
非
核
平
和
都
市

宣
言
に
関
す
る
決
議
」
等
の

3
議

案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

応
で
き
る
よ
う
、
泊
病
院
医
療
従

事
者
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
所
要

の
準
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

前
舶
の
「
白
内
障
似
内
レ
ン
ズ

手
術
へ
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
」

は
、
願
意
妥
当
と
認
め
、

掠
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

前
凪
か
ら
継
続
審
伐
と
な

っ
て

い
た
約
馴
の
「
凪
民
健
版
保
険
枕

の
川引
き
下
げ
に

つ
い
て
」
及
び
要

な
お
、
請
願

5
件

・
陳
情

3
件

は
、
採
択

3
件
、
継
続
審
査

5
件

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

ゑ
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
食
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

年

々
老
朽
化
す
る
小
学
校
地

設
の
修
絡
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、

児
童

・
生
徒
の
教
育
環

境
保
持
の
た
め
、
引
き
続
き
努
力

さ
れ
た
い
。

2

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
財
政
運
営
に
工
夫
を
こ
ら
し
、

政
策
的
な
卒
業
の
財
源
確
保
に
努

力
さ
れ
た
い
。

前
願
の

「
地
万
交
付
税
率
の
引

き
下
げ
反
対
に
つ
い
て
」
及
び
陳

望
め
「
住
宅
・縦
た
き
り
高
齢
者
一
机

祉
金
所
得
制
限
級
制
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
審
査
に
す
べ

き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

ホ
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

制幽岨晒骨量漕・咽剛 院．． 細別．

ロ
月
議
会
で
は
、

8
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
お
件
の
質
問
ガ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

4
年
度
予
算
編
成

質

問

政

治

力
を
傾
注
し
て

同
が
地
万
交
付
税
の
削
減
や
増

税
を
考
え
て
い
る
中
で
、
町
に
と

っ
て
は
大
き
な
諜
組
が
目
白
押
し

で
あ
り
、
町
長
は
政
治
力
を
傾
注

し
て

4
年
度
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
所
信
を
。

答

弁

持

限
内
展
開
を

g
z
t
＋
1
v
l
i
 

4
年
度
の
財
政
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
財
源

の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
よ

っ
て
施
策
の
推
進
を
図
り
、

町
政

の
着
実
な
展
開
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

当
面
の
重
要
課
題
で
あ
る
文
教

ゾ
ー

ン
の
繋
備
は
近
い
・
っ
ち
に
策

定
さ
れ
る
千
定
の
基
本
計
画
を
断

ま
え
て
、
ま
た
小
学
校
教
育
環
境
税

制
は
、
校
下
対
策
委
員
会
と
こ
れ

を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
学
校
区
対

策
協
議
会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
推
進
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
幹
線

ふ－とシ
：－ 在 ぷ
H 来
線

怖
の

「
『
非
紘
白
治
体
官
一一日
』
の
決

識
に
つ
い
て
」
は
、
制
剛
志
妥
当
と

認
め
、
保
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

土
品
I
し
h
ん
。

請
願
の
「
『

P
K
O協
力
法
』
制

定
反
対
に
つ
い
て
」
及
び
前
回
か
ら

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
『
消
費

税
法
』
の
即
時
廃
止
を
求
め
る
意

凡
嘗
採
択
に
つ

い
て

』
並
び
に
陳

附
の
「
小
選
挙
．
包
制

・
政
党
法
に

反
対
し
、
議
員
定
数
の
抜
本
是
正

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
．吋
決

・崎町嶋岡脚町‘

質

問

経
過
と
所
信
を

在
来
線
の
存
続
に
つ
い
て
知
事

は
「
．
連
行
水
憎
の
維
持
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
存
続
す
る
万
策
を
よ

く
検
討
し
、
関
係
機
関
と
も
十
分

協
議
し
て
結
論
を
得
た
い

」
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
の
経

過
と
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

町
民
の
な
向
を
入
れ
た

答

弁

迅
動
を
展
開

H
本
海
沿
岸
の
幹
純
で
あ
る
北

陸
線
を
寸
断
し
、
黒
字
区
間
の
み

を
経
営
す
る
考
、
え
は
全
く
理
解
し

が
た
く
、

J
R
に
よ
る
経
省
存
続

が
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
離
区
間
、
地
域
負
判
、
輸
送

水
準
等
の
問
題
も
あ
リ
、
こ
れ
か

ら
の
北
陸
新
幹
線
整
備
間
組
検
討

－
務
会
だ
よ
り

＠

~亘週

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

3
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補

正

予

算

（第

6
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第

1
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第

1
号
）

O
朝

H
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
i
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算

（
第

1
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第

l
号
）

O
朝
同
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号）

らよ うと考えてね＠四字熟語。ご家族の皆さんで楽しんでくどきい。（書えは19ぺージ）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
卒
業
会
計
補

正
子
算

（第

2
号
）

条

例

O
朝
日
町
地
区
計
画
等
の
案
の
作

成
手
続
き
に
関
す
る
条
例
制
定
の

件O
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
都
市
計
回
審
誠
会
条
例

・一
部
改
正
の
件

そ

の

他

O
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
の
件

。
字
の
区
域
の
新
設
及
ぴ
変
更
の
件

議
員
提
出
議
案

O
地
方
交
付
税
率
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書

O
白
内
障
服
内
レ
ン
ズ
手
術
へ

の

保
険
適
用
に
関
す
る
意
見
野

O
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る

決
議

(1) 七日八日・…何度失敗しても‘ くしけることなく立ち上がってーまた挑戦する織をいう。

承
認
さ
れ
た
も
の

平
成

3
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
監
査
委
員
を
選
任
す
る

た
め
同
意
を
求
め
る
件

選
挙
さ
れ
た
も
の

充 0

. ~習
平選町
成 挙選
4の挙
年 件笠
2 挫

委
月 ロ
号 笈
＠ び

事雨



会
の
方
向
を
見
守
り、

議
会
と
も

歩
調
を
と
り
な
が
ら
、
在
来
線
の

重
要
性
と
町
民
の
意
向
を
組
み
入

れ
た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

泊
商
店
街
で
の
購
買
力
は
極
端

に
落
ち
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
更
に
下
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
具
体

的
な
振
興
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

な
る
よ
う
お
願
い
し
、
－
校
固
め

精
手
に
向
け
て
地
域
住
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と
し
て

は
、
平

成

4
年
中
に
県
へ
の
補

助
事
業
計
画
調
査
を
提
出
し
、
他

に
競
合
が
な
け
れ
ば
、
平
成

5
年

に
そ
の
た
め
の
千
算
を
い
た
だ
く

努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ち
也
記
べ
・
1
ぬ
ま

学
路
市川5
M自
制

二、
J
n？に
J
I
e

，hF
A
，4W
A
，‘W
官，d
v
d

質
問
混

鍛

概

略

学
校
5
日
制
に
つ
い
て
、
文
部

省
は
調
査
研
究
協
力
校
を
来
年
度

各
県

5
校
に
拡
大
し
、
実
施
時
期

は
今
年
度
中
に
結
論
を
出
す
と
の

こ
と
で
す
が
、
必
ず
し
も
税
が
土

曜
休
み
で
は
な
い
中
で
、
こ
れ
が

実
施
さ
れ
た
場
合
の
児
童
生
徒
の

受
け
皿
整
備
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答

弁

条
件
整
備
に
努
力

来
年
度
か
ら
月

1
回
又
は

2
固

め
土
曜
休
み
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
り
家
庭
教
育
力

の
回
復
に
加
え
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
、
社
会
参
加
の
機
会
の
提
供
な

ど
受
け
入
れ
体
制
の
幣
備
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
仕
児

童
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

る
目
的
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
既
存
商
店
街
と
の

諸
問
題
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
現

在
商
工
会
で
地
域
商
業
行
動
計
画

策
定
事
業
に
取
り
組
み
、
振
興
策

の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

具
休
策
が
が
さ
れ
れ
ば
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
商
業
者

自
身
の
危
機
意
識
と
自
ら
の
力
で

商
店
街
撮
興
を
図
ろ
う
と
す
る
決

意
が
あ
っ
て
初
め
て
、
町
の
支
援

が
生
き
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。言舟

ζ 見J吋

i：城；；.：－：；

主：：：；祉？

2館

入
菩
町
に
宮
崎
氏
の
寄
附
に
よ

る
舟
見
城
祉
館
が
で
き
ま
し
た
が
、

当
局
に
は
ど
ん
な
話
が
あ
り
、
ど

う
対
処
し
た
の
か
。
町
の
歴
史
を

展
示
す
る
資
料
館
等
の
設
誼
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答

弁

史
跡
保
存
の
立
場
で

宮
崎
城
祉
は
県
指
定
史
跡
で
あ

り、

自
然
の
状
態
を
で
き
る
だ
け

保
存
す
る
と
い
、
っ
立
場
で
判
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
町
に
は
正
式
な

話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
城
山

文
教
ゾ

l
ン
施
設
艶
備
事
業
と

し
て
新
総
合
計
画
第

2
次
基
本
計

画
で
は
国
億
円
余
り
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
必
要
と
な
る

施
設
と
設
備
内
容
、
着
工
年
度
と

現
状
等
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

徳
一
一
説
…
柳
時
セ
ン

こ
の
施
設
務
備
計
画
は
策
定
作

は
宮
崎
党
の
拠
点
と
し
て
一
般
に

認
め
ら
れ
て
お
り
、
城
祉
は
こ
の

意
味
か
ら
も
そ
の
利
用
等
は
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、

ζ

れ
ら
の
歴

史
資
料
に
つ
い
て
今
後
盤
備
と
収

集
に
あ
た
り
、
町
民
へ
の
公
開
と

資
料
館
に
つ
い
て
も
娘
索
す
べ
き

課
題
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。fじ

海
浜
地
域
を
総
合
的
に
活
性
化

す
る
観
点
か
ら
、
も
と
も
と
住
民

の
生
活
の
坊
で
あ
り
恐
い
の
場
で

あ
っ
た
海
岸
域
の
多
様
な
機
能
を

ど
う
活
用
し
幣
備
し
て
い
く
の
か
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

純
一
開
業
の
実
現
に

約
M
MM
あ
る
当
町
の
海
岸
の
有

効
活
用
と
保
諮
は
、
町
の
活
性
化

と
国
土
の
保
全
上
重
要
で
あ
り
、

現
在
沿
岸
の
地
域
開
発
、
油
業
の

振
興
、
海
岸
浸
食
対
策
、
海
浜
憩

い
の
場
設
置
な
ど
導
入
可
能
な
事

業
に
つ
い
て
宮
崎
境
海
岸
周
辺
整

備
事
業
を
中
心
に
、
固
め
ハ
イ
ウ

ェ
イ
オ
ア
シ
ス

・
コ
ー
ス
タ
ル
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ソ

l
ン

・
な
ぎ
さ

リ
フ
レ

y
シ
ュ
の
各
事
業
を
含
め

業
中
で
す
が
、
幻
世
紀
に
向
け
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
文
化

・
ス
ポ

ー
ツ
の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
し
て
、

総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の
設

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
と
着
工
年
次
は

財
源
計
画
と
併
せ
て
検
討
し
て
お

り
、
2
0
0
0
年
国
体
の
開
催
に

向
け
て
鋭
意
盤
備
し
て
い
く
所
存

で
す
。

安本創
る ーー

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
ど

う

H

め
り
は
り
。
を
つ
け
て
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

｛
非
核
平
和
都
市
宣
言
〕

世
界
の
一恒
久
平
和
を
実
現
す
る

こ
と
は
、人
絹
共
通
の
胤
い
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
ソ
述
邦
の
崩
壊
な

ど
急
激
な
国
際
情
勢
の
変
化
の
中

に
あ
っ
て
、
こ
の
世
に
核
兵
器
が

あ
る
限
り
そ
れ
が
使
用
さ
れ
な
い

と
い
う
保
証
は
な
く
、
依
然
と
し

て
核
戦
争
の
危
険
と
人
矧
絶
滅
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

7
側

関
係
機
関
と
協
議
し、

そ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

－必
a

－v引
・
品
不
J
A
A
、－
v
v
h

，d

小
業
校
総
廃
合

質
問

目
標
者
工
学
度
は

当
局
は
小
学
校
統
廃
合
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、

許
認
可
、
財
糠
等
問
題
は
多
々
あ

る
中
で
、
目
標
着
工
年
度
を
示
し

て
決
意
を
表
わ
し
て
い
た
だ
き
た

－

v
 

答

弁

4
年
中
に
補
助
事
業

計
画
調
査
提
出

現
在
各
小
学
校
単
位
に
対
策
委

員
会
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
調
鐙
や
通
学
路
、
遠
距
離
通
学

児
童
対
策
、
跡
地
利
用
対
策
な
ど

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
機
関
と

答

弁

有
意
義
に
活
用

今
ま
で
新
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
・

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
文
化
の

香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

・
温
泉
源

探
査
の

4
4業
を
柱
に
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し

て
は
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
に

6
0
0
万
円
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
・

生
涯
学
留
館
建
設
に
2
、
5
0
0
万

円
、
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導

入
に
3
、
4
6
0
方
向
、
財
団
法
人

設
立
出
資
金
に
3
、
0
0
0方
向
な

ど
全
体
支
出
額
は
l
億
5
、
0
7
7

万
円
で
あ
り
、
交
付
額
は
今
年
度

末
ま
で
に

3
億
6
9
6万
6
、
0
0

0
円
と
な
り
ま
す
。
残
る
l
応
5
、

0
0
0
万
円
余
り
は
、
文
教
ゾ
ー

ン
控
備
事
業
な
ど
に
有
意
義
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
朝
日
間
は
、
す
べ
て
の

国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界
に

強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
「
核
兵
器

を
つ
く
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込

ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則
を
将
来

に
わ
た
り
厳
守
し
、
世
界
と
日
本
、

郷
土
の
平
和
を
守
る
た
め
、
こ
こ

に
「
非
核
平
和
都
市
」
と
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

平
成
3
年
ロ
月
刊
日

富
山
県
朝
日
町
議
会

－
議
会
だ
よ
り
＠

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
地
方
交
付
税
率
の
引
き
下
げ
反

対
に
つ
い
て

O
白
内
障
限
内
レ
ン
ズ
手
術
へ
の

保
険
適
用
に
つ
い
て

。
「
非
核
自
治
体
宣
言
」

の
決
議

に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
P
K
O協
力
法
」
制
定
反
対

に
つ
い
て

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ

い
て

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
在
宅

・
寝
た
き
り
高
齢
者
福
祉

金
所
得
制
限
緩
和
に
つ

い
て

監

査

委

員

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
朝
日
町
監
査
委
員
に
梅

津
益
美
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

梅津益美氏
泊290(55歳）

選
挙
管
理
委
員

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。選

挙
管
理
委
員
（
4
人
）

井口憲亮氏
大家庄240(71政）

氏
約

一
司
仰

し
基

例

町
崎

知

回

世

戸

川
引

補
充
員
（

4
人
）

舟
楠
忠
雄
氏
（
橋
向
町
）

山
口
秀
蹟
氏
（
山
崎
新
）

廃
幡

勇
昭
氏
（
草
野
）

小
塚
久
美
子
氏
（
笹
川
）

・
平
成
4
年
2
月
号

＠

口寒白熱……頭部（;t暖めないが，店主しっかりと暖かく保つということ。苦から言われている健康法プあるが、この状態はよく限れて心地

よい。

(2) 千客口口… 商売繁盛のたとえである。必ずしも商売のみに限ったわけではなし いろいろな人が絶えi切なく 訪れる様をいうのにも広〈用
いられる。

(3) 



組、
f

a
N

、

＼ゃ、べ

新
し
い
べ
l
ジ
を
聞
く

大
蔵
宏
子
さ
ん

み
ん
な
の
ペ
ー

ジ
の
人
気
者

「初
め
て
イ
ラ
ス
ト
を
出
し
た
の
は
中
学
三

年
の
と
き
。
当
時
は
ま
だ
投
稿
す
る
人
が
少
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
投
稿
者
も
増
え
、
あ

の
ペ
ー
ジ
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
」。

大
蔵
宏
千
さ
ん

（
羽
入

・
十
八
歳
）
は
、
現

在
、
高
校
三
年
生
。

『
広
報
あ
さ
ひ
』

の
人
気

コ
ー
ナ
ー

H

み
ん
な
の
ペ

ー
ジ
H

が
で
き
た
平

す斜~ィドぬ
一一

し

み

ず

あ

き

と

清
水
哲
人
さ
ん

... 鷺想虫定型空？旬単位.. 祖－叩－叫ん＝砲箇醐

（包
歳
・
金
山
）

（仁）
包込~ 

成
元
年
の
二
月
号
以
来
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
顔

と
し
て
、
毎
月
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
摘
さ
続
け

て
き
ま
し
た
。

e

．毎
月
ネ
タ
を
考
え
る
の
は
大
変
で
も
あ
り
、

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
み
せ
る

宏
了
さ
ん
。

ペ
ッ
ト
の
黒
ネ
コ
「
ウ
メ
」
を
モ

デ
ル
に
し
た
作
品
を
始
め
、
ウ
イ
ッ
ト
に
白
ん

だ
季
節
感
あ
ふ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
は
、
読
者
の
間

で
も
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
宏
子
さ
ん
の
作
品
が

H

み
ん
な
の

ペ
ー
ジ
々
を
飾
る
の
も
い
よ
い
よ
米
月
号
で
終

わ
り
。
と
い
う
の
も
、
宏
チ
さ
ん
は
今
年
度
か

ら
女
ず
に
も
門
戸
が
聞
か
れ
た
肉
術
隊
の
「
陸
曹

候
補
上
」
試
験
に
見
いや
合
格
。

こ
の
在
か
ら
説

花
を
離
れ
、
埼
ト
ド
一て
教
育
訓
練
を
受
け
る
よ
と

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
を
通
じ
、
数
多
く
の
夢
を
読
者
に

与
え
て
く
れ
た
宏
子
さ
ん
。
県
内
初
の
女
性
陸

宮
候
補
士
と
し
て
、
今
後
は
ま
た
新
た
な
ペ
ー

ジ
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

陽
気
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

カ星座名魚座

平
成
元
年
か
ら
大
家
庄
農
協
に
勤

務
。
農
薬
や
肥
料
、
ガ
ス
な
ど
の
配

達
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
配
達
は

ま
だ
地
図
に
頼
り
が
ち
で
す
が
、
力

仕
事
は
慣
れ
た
も
の
で
す
よ
。

趣
味
は
音
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
。
現
在
、

「
ル
ナ

・
ク
パ

｜
ナ
」
と
い
う
。
ハ
ン

ド
に
所
属
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
本
来
は
ラ
テ
ン
系
の

ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
バ
ン
ド
な
ん
で
す
が
、

会勤務先 大家庄農協

会血液型

会趣味音楽・スポーツ

A型

最
近
で
は
演
敢
な
ど
も
手
が
け
て
い

る
ん
で
す
よ
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
何
で
も
。
今
年
は

新
た
に
自
分
た
ち
の
野
球
チ

l
ム
も

結
成
す
る
予
定
で
す
。

結
婚
で
す
か
？
相
手
が
見
つ
か

れ
ば
明
日
に
で
も
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
他
康
で
愛
想
が
よ
く
て
、

料
理
が
う
ま
い
女
性
な
ら
言
う
、
｝
と

な
し
で
す
ね
。

兄
弟
の
き
ず
な
し
っ
か
り
と

落
ち
靖
い
て
見
え
て
、
そ
そ
っ
か
し
い
の
が

我
が
家
の
血
筋
で
、
こ
れ
を
間
違
い
な
く
受
け

継
い
で
く
れ
た
の
が
長
女
の
友
里
で
す
。
こ
ん

な
お
姉
ち
ゃ
ん
が
今
年
の
正
月
は
、
親
類
の
家

へ
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
家
の
中
が
、
や

け
に
静
か
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

お
姉
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
き
た
日
に
、

一
番
よ

ろ
こ
ん
だ
の
は
弟
た
ち
で
し
た
。

い
つ
も
は
、

お
姉
ち
ゃ
ん
に
ど
う
し
て
も
反
抗
で
き
ず
に
泣

い
て
ば
か
リ
い
る
上
の
弟

（和
志
）
も
、
お
姉

ち
ゃ
ん
の
キ
ス
の
嵐
に
顔
を
そ
む
け
て
イ
ヤ
イ

ヤ
を
す
る
下
の
弟

（
民
志
）
も
、
そ
の
日
、
ば
か

り
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
大
戸
を
上
げ
て
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
兄
弟
の
き
ず
な
っ
て
、
こ
ん
な

小
さ
な
時
か
ら
、
も
う
芽
生
え
る
も
の
な
ん
で

す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
三
人
で
仲
よ
く
、
そ
し

て
明
る
く
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

宇品、す
。

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

朝日スキークラブ

銀
世
界
に
ひ
と
め
ぼ
れ

月
雷
の
お
山
で
リ
ャ
ン
と

リ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
プ
に
テ

レ

マ
i
ク
リ
ャ
ン
と
リ
ャ
ン

ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
で
リ
ャ
ン

と
リ
ャ
ン
リ
ャ
ン
滑
っ
て

転
ん
で
コ
ロ
コ
ロ

月

こ
れ

は

「
ス
キ
ー
の
歌
」
の
一
節
で
す
。

新
雪
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
、
光

リ
嫌
く
銀
世
界
に
ひ
と
め
ぼ
れ
し

た
集
ま
り
が
『
朝
日
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
』
で
す
。

つ
い
先
日
の

「
ひ
と

め
ば
れ
」

ニ
セ
物
騒
ぎ
と
退
っ
て

正
兵
正
銘
の
ス
キ

l
愛
好
者
の
集

ま
り
で
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
老
若
男

女
あ
わ
せ
て
百
四
十
川
名
て
組
織

し
て
い
ま
す
が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
l

タ
ー
や
競
技
ス
キ
！
の
ト
ッ
プ
を

目
指
す
者
、

ジ
ュ
ニ
ア
レ
｜
シ
ン

グ
チ
ー
ム
づ
く
り
や
基
礎
ス
キ
ー

指
導
員
を
目
指
す
者
、
優
雅
に
ア

フ
タ
ー
ス
キ
ー
を
楽
し
む
者
な
ど
、

多
様
な
願
い
を
持
っ

て
、
そ
れ
な

り
に
努
力
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
め
ぼ
れ
は
ス
キ
ー
に
限
ら

’

ず
、
ス
キ
ー
が
取
り
持
つ
縁
で
ゴ

ー
ル

イ
ン
し
た
会
員
も
少
な
く
あ

リ
ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
二
世
も
ス

キ
ー
を
始
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
会
員
一
同

喜
ん
で
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
三
十
五
年

に
な
り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
女
性
の

会
員
が
少
な
い
の
が
頭
の
補
い
と

こ
ろ
。
女
性
の
皆
さ
ん
の
加
入
を

会
員
一
問
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

怠

巴主

式
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
よ
、
つ
に

思
い
ま
す
。
当
時
は
弁
護
士
に
な

る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
今
か

ら
思
え
ば
体
制
に
流
さ
れ
て
生
き

て
い
た
よ
う
な
討
が
し
ま
す
ね
。

｜
｜
新
成
人
に
ひ
と
言
。

竜
楽

私
は
い
ま
三
十
二
蹴
で
す

が
、
私
に
と
っ
て
の
人
生
め
転
機

は
二
十
五
歳
の
こ
ろ
で
し
た
。
迷

い
に
迷

っ
た
末
に
孫
詔
の
世
界
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
飛

び
込
ん
で
み
れ
ば
新
し
い
世
界
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
偉
そ
う

な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

積
極
的
に
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合

い
、
そ
し
て
語
り
合
っ
て
、
自
分

の
世
界
を
広
げ
て
い
く
勇
気
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

信
て〉

町の成人式に招かれ， 「私

の20代J と題して講演を行っ

た落語家の三遊亭竜楽さん。

「新成人の皆；；：.んには，積極

性を持った生き方を してほし

いですねJ と話し ます。

ぷ〉
さ

~ 

cニー
あ

｜

｜
朝
日
町
へ
は
初
め
て
？

竜
楽

は
い
。
仕
事
の
関
係
で
富

山
県
へ
は
何
度
か
来
て
い
ま
す
が
、

朝
日
町
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

た
だ
、
朝
日
町
を
含
め
、
富
山
県

の
人
た
ち
は
落
語
に
理
解
の
あ
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。
私
の
師

匠
、
三
遊
亭
円
楽
も
富
山
県

の
フ
ァ
ン
な
ん
で
す
よ
。
酒

や
魚
も
お
い
し
い
け
れ
ど
、

何
と
い

っ
て
も
高
山
は
人しか

い
い
で
す
ね
。
今
日
の
講
演

も
新
成
人
の
人
た
ち
が
よ
く

話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
本
当

に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
。

｜

｜
竜
楽
さ
ん
の
成
人
式
の

思
い
出
は
？

竜
楽

私
は
群
馬
県
の
前
僑

出
身
な
ん
で
す
が
、
二
十
歳

の
こ
ろ
は
東
京
で
学
生
一
生
活

を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
成
人

－
平
成
4
年
2
月
号

＠

(4) 創口口夫0 ・…これま でのLのに飽き足りずに．きまざまに符しいアイデアや）ji去をキ．みIllしていくこよをい 1。ロロ名分……臣下と して守リ行わなければならない道理のf..ただ．今日的には．ある行為に関して建て前として表1f1）きに偽げられる理由．
ししくは道理， という位伎の意で用いらitる傾向にある。

(5) 
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私
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機
鵬

まさに暖冬です。執務室ーか

らは雄大な北アルプスの山々

を仰ぎ見ることができるもの

の，街にはまったく雪があり

ません。暖冬を喜ぶ人もいれ

ば，一方で雪を待ち望む人も

いるなど，新年会のあいさつ

にも気を配らなければならな

官このページをみん主主でつくるペー

ジにしだいと思います。イラストや

マン刀， ご愈奥，皆さんに知らせた

いこと，怠んでもけっとうです． ど

レどしお寄甘ください．

紙』ニ匿名Id:，その旨をはっきり8

いて，住所，氏名を明記して送って

ください．ま定，広幸置係でfcl;，広事直

あさひに対するご態見や，取り上げ

てほしい間銀怠ど皆さんの声をお待

ちしています。ご一線を。

TPERSON’s・（？）

4

司
菜
都
子｛
ゆ）

rf ijj ht~ 

・ー

ーー

l>y軍事T予

h
F

ぼ
く
の
地
琢
を
守
っ
て
（
？
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0・0

つ

（
屋
号
）
（3
・4
・5
歳
児
）

（
散
歩
に
出
て
材
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
会
っ
た
と
き
に
）

一日ー川一川
「
あ
ん
た
、

O
O昔
、
の
ね
え

ち
ゃ
ん
け
ェ
」

何
ちゃん「
ウ
ン
」

…日，叫川
「
そ
こ
の
子
は
ど
こ
の
け
ム
」

κ《
ん
「ム
ム
ム
ム
」

町
一日も「
ボ
ク
×
×
×
」
「
ワ
タ
シ

0
0ど
ん
」
「
ワ
タ
シ
ム
あ

ら
い
」

保
母
「
ど
ん
っ
て
付
い
た
ら
苦
々

偉
か
っ
た
ん
だ
っ
て
」

M
ちゃん
「
ウ
ン
ぞ
う
や
よ
：
：
：
う
ど

ん
も
あ
る
し
」

保
母
「
？
」

｛
結
婚
祝
い
）
（5
歳
児
）

A
ちゃん「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
結
婚
式
の

お
祝
い
に
人
形
も
ら
っ
た
よ
」

保
母
「
よ
か
っ
た
ね
。
人
形
さ
ん

で
遊
べ
る
ね
」

/4 t_ I・1ム j;,',Iてιぃ．

E主

Vとらぷるめーか一（14) 

ま時来＇＼.1t,iにt~D_.q~j~~7 
fむ：i~'7-~tj'輔、mJ料耐
え主一一？事.~l'J><；柏町1Fほか恥l司
1 脅し弘、l,~1'1）叫，.＼1•f<'-"1 :t.J:'I•
主治1• 叫仏i ‘M .. 

込？？盟誌に j
ドI~ J 

i、ム
．同支Z帯主、 ，Aゆ吋印；μ、 3.：β I -A 2-A 

も
う
タ
ン
ス

A
ちゃん
「
ダ
メ
や
よ
。

に
し
ま
っ
た
も
ん
」

味
母
「
？
」

A
Z
ん「
ワ
タ
シ
お
嫁
に
行
っ
た
ら

ま
た
お
祝
い
に
あ
げ
る
も
ん
」

｜
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
ね
｜

｛
う
ち
の
お
父
さ
ん
）
（3
警ん）

何
ちゃん「
、
っ
ち
の
お
父
宮
、
ん、

ば

っ
か
り
飲
ん
で
お
ケ
ツ
痛

く
な
っ
て
入
院
し
た
ん
」

κちゃん
「
う
ち
の
お
父
宮
、
ん
、

飲
ん
だ
ら
眠
た
い
、

っ
て
ム
語
、つ
が
」

oww
z

l

 

am

－，．‘ 

M
く
ん
「
う
ち
の
お
父
さ
ん
、

飲
ん
だ
ら
頭
痛
く
な
る
」

T
く
ん
「
う
ち
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

泊
飲
ん
で
も
、

な
ら
ん
が
」

ど
こ
も
痛
く

広
報
ク
イ
ズ

⑪

（
問
題
）

①
ロ
月
定
例
議
会
の
代
表

・

問
の
件
数
は
？

＠
日
一件

⑮

初

件

。

お

件

②
あ
さ
ひ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
2
月
の
何
日
に
開
か
れ
る
？

＠
2
臼

⑮

9
臼

O
日
目

③
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
犯
は
7

月
の
何
回
か
ら
開
催
さ
れ
る
？

＠
1
日

⑮

m
H
O
初
日

｛応
募
方
法
〕

人

M

は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
2
月
日
日
ま

で
に
朝
日
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
報

係

（＝
lm
l
w朝
日
町
道
下
1
1
3

3
4合
地
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
抽

選
で
3
人
の
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

食
前
回
の
当
選
者
は
、
脇
山
美
由
希

さ
ん、

主
用
究
朗
さ
ん
、
楽
郁
子
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（正
解
は
①

！
＠
、
②
1
＠
、
③
l
⑮

同
通
中

正
解
は
M
通）

一般
質

いような日々か続いています。

景気が減速傾向にあると言

われるなか，現在，新・年度の

予算を組んでいますが．一層

活力ある郷土づくりに向け前

進したいと考えています。

先 日行われた成人式の式辞

のなかで 「皆さんは，いまや

法律的にも社会の一員として

貴重な権利と義務を与えられ

たと同時に，独立した個人と

して社会に対して責任ある行

動を期待されるわけであり…」

と申し上げま した。県内でも

成人式当日，悲惨な交通事故

がありま したが，今一度 、命

の尊さかについて考え，社会

人としてのルールを守ってほ

しいと思います。

また，新成人には「まちづ

くりを一緒にしませんか」と

も呼びかけま した。一人でも

多くの若者が定住するよう，

予算措置についても考えてい

ますが，学校整備や国体施設

などについても皆さんから提

言をいただきますようお願い

いたします。

天気予報では，これから雪t・
になるとか。山々が隠れてし

まいました。 ( 1月17日記）

－
平
成
4
年
2
月
号
。

お
過

日光明D…自然の景色が美しし擾れている綴をいう。

ぉ
？画

お
過

(6) 
無口算口－ー工夫して，無理に物再手の者自合をつけるこ と。工夫して，無理にも金や品物など必要なものをそろえること。(7) 
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第l回ジャパンエキスポ富山’92

日本の真ん中がおもしろいいま，

と手紙手

感動の博覧会

守
J

園
内
川
川
口

M
m
w

閉
幕
ま
で
あ
と
5
か
月

8
月
幻
日
は
朝
日
町
の
日

一
会
場
は
県
民
公
園

一

一
太
閤
山
ラ
ン
ド

一

富
山
県
の
今
年
最
大
の
イ
ベ

ン

ト

「
第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ

富
山
昭
」
が
7
月
刊
日
か
ら
初
日

閉
め
日
経
で
、
小
杉
町
県
民
公
園

太
閤
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
博
覧
会
は
、
通
産
省
が
提

唱
し
、
富
山
県
が
全
圏
第

1
号
と

し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
テ
ー

マ

は

「
人
間
ー
そ
の
内
と
外

富
山

か
ら
世
界

へ

・
未
来

へ
」
と
な

っ

て
い
ま
す
。

L:.、
ヱ三

期j
中
の
8 
月
21 
日

倒
カf

明一一一ーー

「
朝
日
町
の
日
」
は

8
月
引
日
制

日
町
の
日
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
現
在
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト

内
容
を
検
討
中
で
す
が
、

「、ソ
み

彦

・
や
ま
彦

・
夢
産
地
」
の
町
を

日
本
へ
、

世
界
へ

、
そ
し
て
未
来

へ
と
発
信
す
る
好
機
と
し
て
、
町

民
参
加
を
主
体
と
し
た
も
の
に
す

る
予
定
で
す
。
会
場
を
舞
台
に
趣

味
や
サ
ー
ク
ル
仲
間
で
、
思
い
き

っ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
展
開
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
会
場
の
「
市
町
村
ま
ん

だ
ら
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
新
川
広

域
幽
市
町
が
共
同
で

「
水
」
会
テ

ー
マ
に
し
た
展
示
を
行
い
ま
寸
。

朝
日
町
か
ら
は
美
し
い
ヒソ〈
イ

海
岸
を
テ
ー
マ
に
、
ヒ
ス
イ
ぽ
石

や
ヒ
ス
イ
切
立
石
、
（内
崎

・
境
海

岸
パ
ネ
ル
を
出
展
し
、
町
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

寺羽
田F院

副

康者
人ど
先
生

竃績の現婦かS

号令抗手

？ 

＼ 

好
評
発
光
中
の
前
売
入
場
券
の

中
で
も

一
人
が
何
回
で
も
入
場
で

き
、
駐
車
料
金
も
割
引
き
に
な
る

な
ど
の
特
典
が
あ
る

「
J
E
T
ゴ

ー
ル
ド
カ
ー
ド
」
が
お
得
で
す
。

前
売
券
の
脱
入
に

つ
い
て
は
、

役
場
商
工
観
光
課
な
ど
で
販
売
し

て
い
る
ほ
か
、
お
手
軽
に
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
近
く
、
町

内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
購
入
申
し

込
み
の
回
覧
を
行
い
ま
す
。
そ
の

節
に
は
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ

会
」
い
。

一
前
売
入
場
券
は
「
J
E
T

一
ゴ
ー
ル
ド
カ
l
ド
」
が
お
得

入場料

区 分
普通入場券 JETゴールドカード

前売券 当日究 同ij光券 当日 売

fTJ 内 円
おとな 18歳以上 2,250 2,500 5.000 

一当日光り
高 校 生 内 ドj ILJ 

せいと
中 学 生

900 1,000 2,000 はあり ま

せん。
小学 生 内 111 111 

こども
幼児（3歳以上）

450 500 1,000 

－
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
沼
⑪

火
浦
し
の
必
憲
気
を
－
m
’v

｜
｜

町

消

防

団

出

初

め

式

｜
｜

－
月

6
目
、
恒
例
の
消
防
団
出

初
め
式
が
行
わ
れ
、
約

3
0
0
人

の
団
只
が
脇
子
八
幡
宮
で
無
火
災

祈
願
を
し
た
あ
と
、
桜
町

・
泊
地

内
で
一
斉
放
水
、
火
消
し
の
心
意

気
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
無
火
災
分
団
や
優
良
団
員
の

表
彰
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
消
防
長
功
労
章

伊
藤
勇

（
2
分
団
分
団
長
）
、

吉
江
守
照

（
4
分
団
分
団
長
）
、
宮
成
正（

5

分
団
分
団
長
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰

l

分
団

（
l
年
）、
2
分
間
（

2
年
）
、

3
分
団

（
日
年
）
、

4
分
団
（

2

年
）、

5
分
団

（
4
年
）、

6
分
間

（

2
年
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章

谷
明

（
1
分
間
既
長
）
、
鹿
田
誼

（
2

分
団
斑
長
）
、
清
水
英
信

（
3
分

印
班
長
）、
山
田
功
（

4
分
団
班

水島君に優秀賞
一防火ポスター図面コンクールー

制問

長
）、
氷
見
隆

（
5
分
間
班
長
）、

根
建
忠
昭

（
6
分
団
班
長
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
大
矩
勝

也

（
l
分
団
凶
只
）
、
大
久
保
人

司

（
2
分
間
班
良

）
、
勝
胤
説
人

（
3
分
間
団
長
）
、
雌
出
柏
久
（
4

分
団
問
円
以
）、
長
井
昭
洋

（
5
分

間
団
只
）、
水
品
古
文

（
6
分
凶

団
員
）

去
る
日
月
お
日
、
富
山
県
防
災

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
富
山
県
小

中
学
生
に
よ
る
防
火
作
品
（
ポ
ス

タ
ー

・
図
画
）
コ
ン
ク
ー
ル
の
小

学
生
の
部
で
、
泊
小
学
校

6
年
生

の
水
島
哲
也
君
が
応
募
し
た
作
品

が
見
卓
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

寸
”～

カラスガイ
下新川地方で 「足などによ

く生じる筋肉溢溢のこと」を

カラスガイと 奮いますね。冷

たい水の中を泳いだりしてい

て，.IE.がつってくるあの嫌な

ヤツです。閑語辞典をみても

沼などにいる貝のこ とばか 1)

で，痘轡を示唆する説明はみ

たこと がありません。

この「寒さ」「J令たさ」で誘

発されるカ ラスガイは，心臓

の筋肉に酸素を送っている血

管（冠動脈）に も，寒さなど

がきっかけで生じます。通常，

狭心症というと，冠動脈の動

脈硬化巣が内股を狭くしてい

るため，運動などをすると，

胸がしめつけたり摘むという

ものです。しかし．媒さ ・刺

激などにより，それほど動脈

硬化が強くない冠動脈が症型

し縮み，内腔が一時的に狭く

なることがあ ります。冠動脈

のカラスyゲイは運動とは関係

ありませんから睡眠中であっ

ても起こります。

今年は暖冬とはいえ，厳し

い北陸の冬には逃いありませ

ん。以前，胸痛を訴えてきた

患者さんに，ためしに手を氷

水に入れても らっ たところ，

冠動脈痕雛が生じ，胸痛が狭

心症であることを証明できた

ことがあります。充分，寒さ

には気をつけてください。

口口之栄…・・・富貴となるこ とを得て．錦を渚て飲郷に帰る名誉というのがもとの意。立身出世して故郷に縁ることをいうe(8) 
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。
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。朝日町社会信祉協議会は．

皆さんと共に地織の福祉向

上を目指す福祉団体です．

・場所

事耳目lllJ信祉センター内

含 83-0576

月会 ・- －ー
附」 「 ボフンアイア

日は朝 だより
を、日

利 18理
周年容
し前ポ
てかラ

ら〆
i町定テ
肉体イ
の日ア
寝のの

『
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
励
み
は

ー
朝
日
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
｜

た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

「
有
磯
苑
」
・
「
舟
比

寿
楽
雑
」
に
入
所
中
の
お
年
野
り

の
た
め
に
全
員

で
理
蒋
奉
仕
を

続
け
て
き
て
い

ま
す
。

顔
な
じ
み
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
理
容
後
に

「
あ
り
が
と
う
」

と
笑
顔
で
お
札

を
言
わ
れ
る
と

寂
れ
も
解
消
。

こ
れ
か
ら
も
理

容
奉
仕
を
続
け

て
い
き
た
い
と

全
員

一
同
情
熱

を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

守
ノ
皆
さ
ん
の
真
心
が
こ
も
っ
た
募
金
－

F
＼
5
4
9人
に
お
届
け
し
ま
し
た

」

皆
さ
ん
の
真
心
が
こ
も
っ
た
議

末
た
す
け
あ
い
運
動

「
愛
の
袋
」

募
金
は
、
町
か
ら
の
歳
末
見
舞
金

と
あ
わ
せ
て
町
内
の
忠
ま
れ
な
い

家
庭
や
寝
た
き
り
老
人
の
方
々
な

ど

3
1
0人
と
県
内
の
社
会
福
祉

施
設
や
医
療
機
関
に
入
所

・
入
院

し
て
お
ら
れ
る

2
3
9
人
の
合
わ

せ
て

5
4
9人
の
方
々
に
、
各
地

区
の
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
役
員
を
通
じ
て
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

－
募
金
等
の
内
訳

O
一
般
募
金
（
愛
の
袋
）

ー、

7
7
1、
8
5
3向

。
町
支
出
金

1
、
1
3
4、
0
0
0
円

O
善
意
銀
行
支
出
金

1
0
3、
1
4
7
円

合
計
3
、
0
0
9、
0
0
0同

－
お
見
舞
内
訳

O
生
活
保
髄

（
2
5人
）

1
6
8、
0
0
0
円

。
生
活
困
綿

（
4
8人
）

2
2
2
、
0
0
0円

。
寝
た
き
り
老
人

（
3
4
人）

1
7
0、
0
0
0円

。
重
度
障
害
者

（
2
0
1人
）

ー
、

0
0
5、
0
0
0
円

。
里
子
（

2
人
）1

0、
0
0
0円

。
福
祉
施
設
入
所
者
（
1
3
1人
）

7
8
6、
0
0
0円

O
長
期
入
院
者

（
1
0
8人
）

6
4
8、
0
0
0円

合
計
3
、
0
0
9、
0
0
0同

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

費
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

掘
地
充
雄
、

潟
地
ひ
で
、
堀
地
悠

紀
チ
、
佐
々
木
良
作
、
佐
々
木
純
子
、

谷
本

一
、
谷
す
み
、
山
行
井
照
刻
、
岩

井
博
、

岩
井
胤
正
、
谷
ヨ
シ
エ
、
岩

井
彩
、
岩
井
昭
夫
、
堀
池
戊
、
佐
々

木
次
郎
、
佐
々
木
ち
ゑ
、
更
回
栄
作
、

源
地
恵
美
子
、
堀
地
す
ず
、
ぇ
、
明
地

哲
栄
、
吏

mア
ヤ
子
、
場
地
一
勇
、
殿

村
彦
吉
、
広
幡
勇
昭
、
広
幡
和
子
、

岡
崎
井
、
岡
崎
冴
下
、
竹
内
範
行
、

竹
内
き
み
・チ
、
大
沢
町

一
、
大
沢
笑

子
、
附
崎
勇
、
岡
崎
順
LT
、
仙
名
秀

行
、
鍋
＆
片
付
い

て

小
川
鹿
二
、ゎ引仲汁

鱗
雄
、
大
野
常

一
、
小
川
信

一
、
小

川
ト
シ
エ
、
小
川
勇
、
小
川
シ
ズ
エ
、

小
川
静
夫
、
小
川
キ
ク
エ
、
川
瀬
与

三
雄
、
川
瀬
市

一
、
川
瀬
ミ
ツ
エ
、

川
瀬
与
三
じ
円
、
川
瀬
ユ
キ
、
川
瀬
光

之
、
川
瀬
茂
、
今
江
秀
男
、
と
く
名
．

上
村
誠
治
、
上
村
登
子
、
消
水
政
紙
、

角
丸
袈
造
、
大
井
弘
二
、
大
総
滋
、

大
森
繁
松
、
鍋
島
次
k
u
、
大
森
宏
、

大
井
安
治
、
大
井
千
代
野
、
野
口
栄

久
、
中
島
事
典
、
稲
荷
二
三
、
稲
荷

シ
ズ
子
、
と
く
名
、
西
村
元
成
、
西

村
勇
子
、
西
村
の
り
、
西
井
昭
夫
、

西
田
信
二
、
西
村
敏
雄
、
西
村
功
、

数
家
幸
治
、
数
家
普
継
、
数
家
敏
、

河
村
培
、
水
口
幸
械、

寺
回
日
上
夫
、

臼
本
菩

一
、
臼
本
都
、
新
聞
ま
さ
子
、

加
藤
富
美
子
、
梅
沢
繁
次
、
梅
沢
光

代
、
世
川
順
次
、
捜
川
幸
子
、
桑
畑

川
合
議
二
、
川
A
ロヒ
サ
エ
、
谷
口
友

助
、
谷
川
ヒ
サ
エ
、
長
崎
保
、
長
崎

京
一

、
長
崎
成
賢
、
長
崎
智
子
、
近

江
美
喜
子
、
青
木
秀
雄
、
近
江
聴
、

荒
井
峯
一
、
近
江
幸
男
、
殿
村
正
信
、

坂
東
由
松
、

佐
々
木
忠
義
、
水
島
与

松
、
渡
辺
昭
夫
、
水
島
茂
太
郎
、

中

村
栄
占
、
水
島

一
美
、
七
日
江
忠
美
子
、

古
門
江
勝
ぷ
、
広
岡
敬

一
、
追
分
竜
太

郎
、
迫
分
光
成
、
新
国
権
次
郎
、
吉

江
徹、

広
田
敏
男
、
広
回
み
な
、
東

龍
昭
、
士
泉
市
枝
、
名
取
光
、
名
取
賞
、

秀
永
敬
三
、
水
野
国
昭
、
水
野
孝
志
、

安
達
作
松
、
水
野
行
雄
、
水
野
靖
子
、

水
野
満
、
谷
勝
山
、
秀
永
向
悶
士
n
、
水

野
三
郎
、
水
野
清
治
、
蓬
沢
正
二
、

秀
永
嶋
雄
、
蓬
沢
安
治
、
谷
口
信
義
、

池
田
勝
久
、
赤
川
重
次
、
長
井
正
毅
、

九
里
龍
蔵
、
九
盟
靖
チ
、
黒
崎
勝
正
、

黒
崎
ち
ょ
、
水
井
雄
次
郎
、
江
捌
博
、

水
野
芳
春
、
平
沢
一
博
、
谷
健
二
、

加
藤
敏
雄
、
大
橋
武
夫
、
魚
津
輩
、

魚
津
直
子
、
魚
津
隆
久
、
山
崎
政
次
、

山
崎
和
下
、
魚
津
武
義
、
魚
津
昭
子
、

平
柳
正
義
、

平
柳
き
ぬ
子
、
折
谷
勇
、

折
谷
忠
子
、
愛
場
徳
枝
、
舘
勝
征
、

ありがとう

喝あたた悲い忌

＠ 朝日町善意銀行

( 12月II日～ 1月10日）

0朝日町錦鯉愛好会さんから

20,000同

広田キクエさんから

10,722向

。泊婦人会さんから

20,000向

。朝円電子株式会社さんから

24,276円

。泊小学校児童会さんから

空かん募金の一部

39,296円

。蛙谷分校児童会きんから

7,500円

広田敬ーさんから

5,000向

。朝日町ライオンズクラブさ

んから 100,000円

。小川建設工業株式会社代表

取締役社長 岡田三郎きん

から 500.000円

。日東紡績株式会社労働組合

泊支部さんから

43,102円

。（付朝日ビューティロ ック社

貝一閃さんから

。赤川

。草野

和
男
、
桑
畑
敬
子
、
秋
山
敬
士
、
問

中
義
夫
、
川
上
力
松
、
永
井

一
広、

永
井
ま
つ
ゑ
、
藤
回
繁
、
藤
田
忠
夫
、

石
井
清
人
、
広
田
博
文
、
吉
田
勇
次
、

水
野
哲
彦
、
吉
田
六
一

、
藤
井
勲
、

出
井
幸
久
、
山
崎
昇
、
沢
田
行
版
、

山
井
久
也
、
間
関
俊
輝
、
山
弁
光
英
、

藤

m進
一
、
問
問
由
数
、
ム
問
弁
博、

と
く
名
、
竹
中
孝
子
、
竹
中
晋
作
、

佐
渡
兼
太
郎
、
佐
波
睦
子
、
犬
回
信

子
、
犬
田
久
雄
、
寺
田
重
信
、
寺
悶

照
子
、

竹
内
巧
、
寺
田
正
義
、
竹
内

秀
樹
、
山
田
聖
隆
、
竹
内
俊
雄
、
小

林
博
、
折
谷
秀
吉
、
竹
内
盤
、
竹
内

義
明
、
竹
内
普
光
、
折
谷
建
夫
、
長

井
敏
彦
、
竹
内
湾
祐
、
竹
内
末
子
、

制
内
良
英
、
折
谷
信

一
、
長
井
正
敏
、

竹
内
ヨ
シ

エ
、
厳
内
雅
附
、
竹
内
賢

一
、
折
谷
政
下
、
長
井
燕
、
長
井
出

孝
、
長
井
博
子
、
竹
内
徳
二
、
竹
内

松
枝
、
竹
内
武
雄
、
場
内
邦
彦
、
折

谷
賢
二
、
小
林
隆
二
、
折
谷
釆
円
、
小

林
幹
司
、
折
谷
俊
秀
、
折
谷
一
袋
、
折

谷
タ
エ
子
、
折
谷
み
ど
り
、
折
谷
隆

夫
、
折
谷
忠
久
子、

長
井
久
夫
、
長

井
秋
rT
、
折
谷
武
二
、
折
谷
た
け
子
、

小
林
つ
ぎ
子
、
長
井
賢
男
、
長
井
す

み
子
、
勝
回
誠
一
、
深
松
博
幸
、
長

井
吉
宗
、
長
井
口
問
、
長
井
宗
義
、
長

井
あ
や
子
、
長
井
ハ
ル
、
長
井
斉
、

長
井
美
香
、
折
谷
周
一
、
折
谷
龍
夫
、

折
谷
芳
子
、
小
林
武
三
、
小
林
武
晴
、

小
林
節
子
、
折
谷
健
造
、
折
谷
み
よ

り
、
折
谷
喜
美
下
、
勝

m磯
脱
、
勝

園
田
節
子
、
近
藤
俊
、
近
綴
朝
子
、
川

一
上
一
雄
、
大
森
敏
雄
、
川
上
貞

一
、

一
山
本
篤
而
、
七
津
英
次
、
九
里
留
芳
、

舘
和
チ
、
平
柳
米
雄
、

wr柳
イ
ト
、

俳
一川
明
夫
、
笹
川
掛
子
、
笹
川
保
、

笹
川
久
良
子
、
舘
幸
子
、
本
間
す
え
、

平
崎
景
子
、
柳
津
太
門
、
臼
本
清
利
、

臼
本
房
枝
、
上
島
賢
、
清
水
親
範
、

芦
崎
光
雄
、
山
石
域
紀
男
、
広
川
勝
、

阿
部
実
、
佐
藤
妙
子
、
梅
沢
佐
伊
、

梅
沢
澄
チ
、
梅
沢
修

一
、
能
菅
兆
三
、

花
．
ω一－一郎、

M

松
下
博
文
、
円
本
口
門
司
、

倍
野
誠
治
、
水
島
市
造
、
水
品
モ
モ

エ
、
波
岡
山
常

一
、
富
樫
実
、
宮
崎
明

蔵
、
高
崎
と
み
チ
、
高
松
忠
治
、
大

村
健
一
、
下
山
一
房
夫
、
篠
川
志
美
雄
、

－
ふ
く
し
の
窓

＠

河
端
清
次
郎
、
八
飯
芳
男
、
河
端
正

志
、
山
本
光
夫
、
河
端
昭
市
、
河
端

進
、
九
里
俊
彦
、
七
沢
寛
、
川
端
は

な
、
九
里
正
憲
、
九
里
幹
夫
、
安
達

実
、
九
里
静
子
、
村
上
ゆ
き
子
、
島

端
武
雄
、
島
端
桂
子
、
中
島
明
美、

中
島
荘

一
、
長
原
忠
、
長
原
た
み
子
、

坂
口

一
雄
、
藤
井
岡
三
秋
、
藤
井
ヨ

リ
チ
、
伊
藤

一
郎
、
伊
藤
守
乙
』
、
大

倉
肇
、
大
合
相
対
恵
、
青
木
繁
、
背
木

睦
子
、
酒
井
良
明
、
酒
井
久
子
、
荻

原
英
雄
、
岡
田
あ
や
、
岡
田
瑞
子
、

高
田
美
子
、
高
閲
昭
人、

沢
田
勝
男
、

沢
岡
節
子
、
問
問
宮
治
、

岡
田
文
子
、

伊
藤
と
し
い
、
伊
藤
博
、
伊
勝
久
子
、

井

u栄
樹
、
井
口
真
知
子
、
杉
本
久

夫
、
絵
似
隆
、
伊
藤
消
松
、
石
橋
二
一

郎、
L
U

門
野
幸
雄
、
森
木
丹
、
森
木
涼

子
、
松
原
松
次
郎
、
石
橋
ふ
さ
、
石

橋
芳
和
、
石
橋
竹
英
、
坂
口
弘
、
坂

口
洋
紀
、
長
能
明
雄
、
長
能
淳
一
郎
、

長
能
暢
子
、

弓
野
久
和
、
弓
野
良
子
、

大
久
保
ト
キ
、
長
能
消
造
、
長
能
光

俊
、
長
能
智
美
、
大
久
保
留
鋭
、
大

久
保
邦
子
、
商
品
立
、

日
向
洋
チ
、

坂
口
隆
之
、
杉
本
は
な
、
伊
藤
久
安
、

大
井
寛
、
佐
渡
晴
夫
、
浜
浩
司
、
浜

洋
子
、
令
井
実
、
谷
武
士
問
、
谷
み
の

り
、
山
回
正
信
、
金
井
万
治
、
佐
渡

和
夫
、
向
島
覚
二
、
向
島
進
、
松
田

勲
、
井
村
し
げ
子
、
長
谷
川
忠
雄
、

蒼
生
豊
子
、
浜
弥
作
、
浜
和
子
、
佐

渡
美
枝
、
佐
渡
英
知
子
、
佐
渡
み
づ

ゑ
、
新
樹
英
雄
、
新
田
ひ
ろ
み
、
金

井
く
さ
え
、
金
井
患
治
、
長
谷
川
ミ

チ
、
岡
島
由
太
郎
、

問
尚
幸
男
、
坂

藤
高
明
、
中
山
定
義
、
中
山
喜
久
代
、

久
野
木
松
鋭
、

山
間
戊
久
、
山
凶
ミ

ヨ
シ
、
山
岡
久
美
子
、

山
間
克
則
、

山
岡
周
佐
、
長
原
久
義
、
山
岡
作
造、

森
岡
普
作
、
沢
本
勇
、
沢
本
賢
生、

道
下
浩
憲
、
沢
岡
喜
義
、
沢
岡
田
升
、

稲
垣
敏
雄
、
大
堀
欽
平
、
道
下
清
、

森
岡
栄
松
、
道
下
行
道
、
沢
岡
つ
や
、

森
岡
啓
二
、
崎
明
川
孝
一
、
浜
川
つ
じ
、

片
平
野
成
虎
、
大
川
u休
津
杯
、
入
江
議

孝
、
以

k
州

b
h
m
u

（

1
月

m
u現

在
）

V
申
し
込
み
は
、

町
内
の
相
当
民
生

委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

泊
小
・
蛭
谷
分
校
児
童
会
｜

善
意
の
空
力
ン
募
金

的
小
学
校
と
南
保
小
学
校
蛭
谷

分
校
の
児
童
会
で
は
、
こ
づ
か
い

を
杢
カ
ン
に
入
れ
る

「
空
カ
ン
募

金
」
を
行
い
、
集
ま
っ
た
お
金
を

寸
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
こ
の

ほ
ど
町
の
普
意
銀
行
に
詐
付
し
ま

し
た
。

12,000円

とく名さんから

5,700円

。柳田大久保武きんから

亡母みちいさんが生前お世

話になったお礼として

100,000円

。蛭谷町内会きんから空かん

拾いの収益金 7,000円

。笹川 深松つなさんから亡

夫幸太郎さんが生前お世話

になったおネしとして

1,000,000円

。と〈名さん （3件）から

15,000円

。末広町稲沢昭次さんから

亡父松三郎さんが生前お世

話になったお札として

100,000円

。舟川新

－
平
成
4
年
2
月
号

＠

側 我口口水－… 自分のいいように自分の水図に水を引きこむ左いうのカ‘もとの意．自分の都合がいいように．物事を言ったリ行った＇）す るζ

とをいうe

00 共口共口…・・・ともに生存しともに栄えること をいう。



－
町
の
臨
時
職
員

役
場
や
山
先
機
関
に
勤
務
す
る

臨
時
職
員
の
開
設
録
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

職
種

一
般

事

務

保

母

調

理

員

看

護

婦

応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る

人

（看
議
婦
を
除
く
）
で
、
保
母

及び看護婦については、資格

を持っている人

一雇用4月IR以降、必要に

応じて本人に連絡します。

申し込み登録を希望する人

は、3月刊円附までに、自錨

の庖歴書と資格の必要な職種

（保母及び看護婦）について

は免許の写しを添えて役場総

務課人事係へ提出してくださ

整理
求人職種 年齢 賃金 性jjlJ

就業場所 録用 資格経験
番号 休 自 人数 免許毒事

妓 f車f 職 18才ー 120,000-
男

朝日町大室長庄 高校卒鎌
35才 154,000 日祝，年104日 化学専攻

2 機 械
18才～ 120,000～ 

男
朝日町草野 不倒

エ SS才 2SO,OOO 日祝＇ ~83臼
2 見習可

3 土工、とぴエ
陸0才～ 間o,ooo- 9号

朝日町笹川

SS才 347,SOO 日． 他
不問

4 量生 エ
18才～ 170,000-

男女
朝 日町草野

不問
60才 200,000 日

6 

5 接 客 業 務
130才ー ~00,000-

女
朝日置Ji易の瀬

so才 240,000 交代制
s 目高校卒業

6 機械工衛佐
18才～ 100,000～ 

女
朝日町草野

50才 130,000 日祝．年83日
2 不問

7 事 務 員
18才一 140,000-

女
朝日町笹川 高校卒熊

so才 I S0,000 臼キ兄 普通免1午

8 店員、チェッカー
18才～ 125,000-

女
紛日町i菖下

4S才 14S,OOO 月 6日
s 不問

9 店ぞ員う菜パック
18才～ 朝日町道下 一

600 女 不問so才 月 6日
8 

10 ウェイトレス 因。才一 600～ 
女

朝日町；a
40才 1,000 交代制

2 不問

平成4年 2月分ホット求人情報第8回

豊
か
な
心
を

育
て
る
推
進
大
会

日
時

2
月
却
日

ω午
後
1
時
か

ら
午
後

3
時
刊
分
ま
で

らしの情報

あさひっfシターフzステ-rJ¥JIJ'92 

2月11日（PM3:DO～PM7: 30）は、みんな
朝日町民公園（役場周辺）に大集合／

場

所

側

U
町
小
央
政
協
2
階
大

ホ
ー
ル

発
表
・
学
校
教
育
代
表
小
川
岩

氏
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

し
て
L

・
青
年
団
体
代
表
坂
本

信
治
氏
「
青
年
の
翼
に
参
加
し
て
」

・
婦
人
団
体
代
表

谷
口
和
チ
氏

今月号の広報あさひと一緒に全世帯に

抽選券をお届けしました。当日は， その

抽選券を持参してください。旅行券（東

京ディズ二一ランドへE泊3日、ペアで）

やカメラなど京華賞昂が当たります。（抽

選会はPM6:15～） 

豪華賞昂が当たる
お楽しみ抽選会

士F求人情健一覧表Jl>こ呼l)lfl下さい.（商工観光＂カウ ンターに展示｝
なくわしいことは．魚津公共.察安定所朝日介:rf?82・0198へ釘問い合わせ〈ださい．

迷犬に
1l1＼あたりはありませんか

一飼主を探しています一

．シパ犬の一種で色はベージユ、

中型のオス犬で首輪が付いていま

す。現在、町内のある方が預かっ

ていますが、心あたりの人は役場

総務課秘書広報係へ連絡を。

－N
H
K
学
園
で
勉
学
を

N
H
K学
園
で
は
、
平
成
4
年

度
の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
高
等
学
校
普
通
科
コ

l
ス

（通

信
教
育
）
・：
3
年
聞
の
学
出
で
河

本
資
料
が
取
得
で
き
ま
す
。

マ
高
等
学
校
選
科
生
コ
ー
ス

（通

信
教
育
）
：・
希
望
科
目
を
学
習
し

て
単
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

マ
高
等
学
校
専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
）
社
会
福
祉
コ

ー
ス
：・
同
校
卒
業
後
、

2
年
間
の

学
習
で
「

N
H
K学
幽
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

「婦
人
の
興
に
多
加
し
て
」

・
成

人
凶
体
代
表
向
阿
見
勇
氏

「泊
二

区
の
公
民
館
活
動
」

記
念
講
演

N
H
K
チ

l
フ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
古
屋
和
雄
氏

「女
が
変

わ
る
男
が
変
わ
る
L

一
農
振
除
外
申
請
は

）

一
3
月
日
日
ま
で
に

一

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
で
は
、
優
良
農
地
を
保
全
す
る

立
場
か
ら
附
発
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
地
を
宅
地

等
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
申
請
を
行
い
、
県
の
認

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
外
申
請
を
行
う
人
は
、
3
月

凶

H
ま
で
に
除
外
申
請
書
を
役
場

出
林
水
産
課
農
業
水
産
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
、

〈燥
用
地
区
域
の
場
所
〉

ほ
場
整
備
が
元
f
し
た
と
こ
ろ

及
び
工
事
中
あ
る
い
は
計
画
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
の

な
お
、
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し

い
こ
と
に

つ
い
て
は
役
場
農
林
水

産
課
品
業
水
産
係

（内
線
宮
2
1

4
ま
た
は

2
1
6
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
の

い
ず
れ
の
コ

l
ス
も
申
し
込
み

受
け
付
け
は
、

2
月

1
日
か
ら
4

月
日
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

〒
胤
｜
旧
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台

2
｜
お

N
H
K学
閥

8
E
ロ

係
に
コ

l
ス
名
お
よ
び
あ
な
た
の

那
便
番
守
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
舗
求

し
て
く
だ
さ
い
。
案
内
書
一
は
無
料

で
す
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
は

8
0
4
2
5｜

η
｜
3

1
5
1
へ
。

コミにも気配り旨1 日 ｜ 

みんなの町をきれいに ｜ 

ゴミの出し方
5つのマナー

袋に入れて，きち

んと口をしめて

（散乱防止）

、

り

一所
得
か
ら
鐙
除

司

一国
民
年
金
保
険
料

司

引

出

平

成

3
年
中
に
悶
民
年

↑防
止

命
の
第
ー
す
被
保
険
者
の

一金

一
方
が
納
め
た
国
民
年
金
の

コ
引
」
保
険
料
は
、
本
人
の
分
は

口

日

も
ち
ろ
ん
家
族
の
方
の
分

も
あ
な
た
ご
自
身
が
納
め
ら
れ
た

場
合
、

寸社
会
保
険
料
控
除
」
と

し
て
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

所
得
を
申
ι

汗
す
る
場
合
に
は
、

忘
れ
ず
に
控
除
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
平
成
3
年
中
に
前
年
度

以
前
の
未
納

・
追
納
保
険
料
を
納

め
た
場
合
も
同
様
の
扱
い
と
な
り

ま
す
。25.200ド1

o¥1,0001'1 
1:!6.2001’i 

平成3年国民年 金保険料額
・定制

3 If I』！－ 3 JI 
3年＜IIJ-l:l)J 

8,400x 3 JI 
9.000x 9 JI 

JI・

8.800X 3 fl= l6,<10011) 
9,400x 9 JJ 84 ,6001'1 

.11・ 111.00011) 

~em·プラスH/Jn
:I 11"1 ) l～3 J-J 
3 (f'・'1JJ -L2JI 

4 

/V"、，

，、

轟）
I )5. :l90JI J 

・ ~似を抑制

3イ＇＂4 ) J - ,, fj'. 3 rJ守〉合

3 fド4) J 3011までに納めた場合

．定書目プラスHJJllをfill納
3年 4Jl -4年 3IJ分 を

3年 4Jl30U ;tて’に納めた場合

スプレー缶には必ず

穴をあけて

（ぱくはつ防止）

ガラス片は「ガラス」

と書いて

きまった日の朝

きまった場所に

町では，上の絵のような，生ゴ

ミ処理器（150Q以上）を購入され

た方に対し，2.500円の補助をして

います。詳しくは役場住民課環境

保健係へお問い合わせください。

－
平
成
4
年
2
月
号

＠

口挙妄口…・・軽々 しし道理や1＇傍をわきまえずに行動する線をいう。

110.070ffl 

（！~ ＋口十日…・・考え方や好み．な』｝ふリなどが，一人一人みな異なるこ とをいう。(I~ 



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

町
県
民

税

所

得
税

3
月
日
日
ま
で
に
申
告
を

個
人
の
町
県
民
税

・
所
得
税
の

申
告
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、
2
月
口
日
か
ら

3
月
日
固
ま
で
で
す
。

申
告
書
は、

2
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
該
当
の
人
は
、
申
告
書

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
？
え
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
3
月
凶
日

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
農

漁
協

（支
所

・
出
張
所
）
の
申
告

書
投
入
箱
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
書
は
、

各
良
漁
協
の
申
告
書
投
入
箱
へ
は

入
れ
な
い
で
、
税
務
署
か
役
場
税 ． 

務
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま

た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

方
は
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
所
得
の
計
算
や
申
告
書

の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

左
記
の
日
程
で
地
区
別
に
相
談
を

受
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

また、申告書が届いていな

い方や記入のしかた等につい

てわからない方は、役場税務

課（宮内線104）へお問い

合わせください。

月 El 地区 ~ 場

2 J-119日制 4事 Jll 朝日町中央農協笹川支所

20日同 111 崎 朝日町中央幾協山崎支所

21日ω山 崎 朝日l町中央幾協山崎支所

24日的） ぢl 朝日町中央農協境支所

25引火） 五筒庄 朝日町中央炭協五節庄支所

26円附 Ji. 街庄 朝日町中央農協五箇j主支所

27日制 g 事奇 宮崎浦漁協

28U樹 is（全地区） 紙日町役場4Fホール

3月2日（月） i自（全地区） 朝日町役場4Fホール

3 0 (:k) ま長谷、羽入 朝日町中央農協~谷出張所

4 Fl附 南 保 朝日町中央農協商保支所

5目的 大家庄 大家庄農協

6 1:1樹 大家庄 大家庄農協

申告相談会日程煙突やプロパンガスの
配管は大丈夫ですか？

雪によってお宅の煙突やプロパンガス

の配管は破損していませんか？

これらが蔽損すると、出火やガス爆発、

ボイラーの不完全燃焼による一酸化炭素

中毒の原因となります。

もう一度、これらの点検を行い、事故

防止に努めましょう。

－
朝
日
町
消
防
団
幹
部
異
動

昇
格
（

1
月

1
日
付
け
）

第
5
分

団

分

団

長

富

成

正

H

副
分
団
長

村
口
靖
朗

退
団

〈ロ
月
汎
日
付
け
）

第

5
分

団

分

団

長

藤

博

亮

治

－ 相談P－~llUl.tいずれも午前9時3（）分～午後 4時

．相談U以外にら税務誌で籾綴を受けています。

2 fl2211l分 3月l4l:Jltl11閉庁臼ですので相談lifrいません．

愛
の
献
血

協
力
者
名

（ロ
月
実
施
分
、
合
印

は
側
刷
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
義
晴
、A
X
水
島
寿
、

※
根
建
元
成
、
水
島
和
彦

宮
崎

地
区
松
本
泉

笹
川
地
区
※
小
林

菊
美
、
深
松
明
子

泊
地
区
会
高

畑
里
加
、

A
M
越
坂
邦
夫
、
会
金
津

英
二
、
会
中
村
扶
美
子
、
合
平
野

清
彦
、
会
米
丘
博
、
会
寺
崎
泰
夫
、

会
犬
回
優
、
ム
M

森
英
一
郎
、

合
竹

中
広
志
、
会
中
川
好
枝、

会
魚
住

芳
明、

※
瀬
沼
路
子
、

※
竹
内
秀

孝
、
※
沢
田
真
澄
、
※
下
沢
久
直
、

※
名
取
賞
、
椿
寿
雄
、
梅
沢
よ
し

子
、
西
島
信
雄
、
加
藤
久
美
子
、

越
坂
友
栄
、
魚
住
美
香
子
、
横
山

税金についての疑問に答える

タックスアンサー
を知っていますか

所得税、消費税、贈 与 税 等

（税金に関する基本 的な460

項目）の電話相談をコンビュ

ー ター がお答えします。

タックスアンサー
電話番号

0764 (42) 3377 
ダイヤル武・ブッシユ式共通

・電話の案内に従って番号を

押す（又はダイヤルを 回す） だ

けでお聞きになりたいコー ド

番号が選べます。（毎 日9時か

ら24時まで。日曜・祝 日も可）

・ コー ド表はNT Tハ ロ ー ペ

ー ジ（50音別）に235コード

が掲載されています。

一母
子
家
庭
・障
害
児
の
一

「手
当
を
支
給
し
ま
す

」

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

離
婚
や
父
親
が
重
度
障
害
者
で

あ
る
な
ど
の
場
合
で
、
四
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
母
親
（
文
は
母

親
に
替
わ
る
養
育
者
）
に
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
母
親
（
養
育
者
）
が

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

を
受
け
て
い
た
り
、
児
童
が
父
親

の
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
る
と
き
な
ど
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

心
身
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
初
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る

人
に
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉

係
（
宮
内
線
1
1
6
）
へ
。

純子、水島由紀子、大島達也、

魚住真由美、藤田恵子、大高

美樹、中島ナツ子、塚本洋子、

水島和子、中山節子、岩田隆、

下沢愉美子、柳沢弘美、小谷

春美、西岡好子、森君江、鷲

明日香、魚津道子、谷口道子、

松本武志、折谷美喜男、平柳

幸子、平坂真佐美、田中みか

子、中島峰子、舟栂一子、荒

尾裕美、東山優子五箇庄地

区会滝本明芳、人以腐田和徳、

会近江徳子、会高島章、会金

沢清、※浜淳子、※重回春江、

※数家普継、※篠田春子、篠

田富子、吉江かつゑ、島田京

子、河内芳美、山田悦子、南

茂美子、山崎和美、金井玲子、

浜宏吉南保地区合字国栄造、

町の工事発注状況 rヌ
一一町 が 入札を 行 っ た ものを掲載しています 一一 < H3. 12.1～12.31> 

工 事 名 場所
完 成 :M 負 業 者 担当課
予定 金 ’傾

簡易水道施設改良 経谷建設工
級谷簡易水道基幹施設改良工事 経谷 3月 16,789,000 

業株式会社
建設課

<m 1工区 霞己水池築造工）

簡易水道施設改良 株式会社
厳谷簡易水道基幹施設改良工事 姪谷 3月 17,510,000 

氷見工業所
建設諜

（第2工区配水管布設替工）

会中山孝則、合大森英一郎、

合勝原寿正、※谷靖夫、※川

上誠一、※川上美智代、中村

和彦、勝国見一、江測洋一、

小坂貞文、勝原成人、清水恵

美子、宇田和子山崎地区合

水野正則、占H水野甚之輔、合普

万敏雄、会鹿熊裕二、す辻栄哲

男、台稲荷優、※本田淳子、※

大倉敏子、※仙名恒好、※七沢

政時、堀一容子、草原丸子、名

越真由美、長津えみ子、久保田

淳子、名越裕美大家圧地区会

山岡久美子、会川上英樹、※石

橋修、※右井康紀、金森多力男、

藤田雅樹、由井英美子、沢井志

美子、能津方之（以上山名）

ご協力ありがとうございまし

た

生活必需昂筒務
1月 分 （毎月附現在調和 .ljl.位 ：同

fr, 名
平 !61 伽i 格

l月 前月比 前年同月比

ガ ソ ン
133 11 （掛売 le ) 

＋ 7 

rtl1 n t由
（配達l8e) 

1,020 ＋ 1 - 142 
製

n"/1 L p ガ ス
3,073 。

( 5 m') 
十 76

台所用 81: Jl!J 
256 。＋ 

日 （中。｜性洗剤600mt)

用
ティ シ ュ ペ ー パー

159 め ＋ 2 
(400枚紙箱入り）

'" トイレ γ トペーパー
uu 

（故紙ロール4側組）
283 。＋ 4 

I~民、

食 パン b~J 。 7 
（脅迫，＼古6枚入り ）

< ガ ，〆

)JU (450 g l符）
334 - 20 4 

T 
し ょう t自

566 ＋ + 49 
< 1.8 eピン入り）

食 サラダ 1由
343 。 9 

（ポ リ谷号~700 g入リ ）

”自由”可
と ふ

92 。 。
（もめん 1了）

4・ 手L
255 十 14 。

(I tバ y ク入リ）

牛 肉 おち8
- 75 

（中肉らも100g) 

豚 肉
190 。 7 

生． （中肉もも 109t~
＋ 

筏ズ~ lJP 225 ー 7 - JO 
軍手

(Mサイ

ヨ1 ね ぎ
227 一 10 + 30 

（干千通品 lkg)

食
l:f .tL 、、 し よ

（千q.l温品lkg) 
261 + 36 + 68 

.A、‘

ロr;_,、 主t ヤ 《く 、7 ~ 77 rnι逸品 1kg) 
- 42 

人 参
k切 l〆

（普通品 1kg) 
415 + 66 + 69 

くらしの情報室

あ
な
た
の

本
箱

i
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（宮
お
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

怠

同

格

A
F

海
人
と
実
皇

（
上
下
）
梅
原
猛

も
う
い
く
つ
ね
る
と

野

坂

昭

如

世
界
を
ボ
ク
ら
の
遊
び
場
に

村
上

龍

時
の
き
れ
は
し

野
口
富
士
男

加
賀
百
万
石
物
語

酒

井

美

意

子

美
智
子
皇
后
と
も
し
び
の
旅
路

渡
辺
み
ど
り

お
や
つ
ス
ト
ー
リ
ー

オ
カ
シ
屋
ケ
ン
太

寄
り
添
っ
て
老
後
沢
村
貞
子

茂
太
さ
ん
の
嫁
と
姑
は
名
優
た
れ

斎
藤
茂
太

（小
説
）

ラ
ス
ト

・
シ
l
ン

ひ
か
り

千
刈
あ
が
た

タ
ー
ン

ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
歌
う

氷
室
冴
子

カ呪
ン い

ガ の

Jlv純

ノ

西高
村 橋
寿
行治

安
部
公
房

冬
の
梅

芝
木
好
子

三
毛
描
ホ
ー
ム
ズ
の
フ
ー
ガ

赤
川
次
郎

メ
ト
レ
ス
愛
人

渡
辺
淳

一

モ
ン
キ
ー
岬

景

山
民
夫

ぷ

し

ん

畠

ぎ
は
し

武
神
の
階

津

本

陽

治
療
塔
惑

星

大

江

健
三
郎

事

F
き
わ
め
ぐ
む

愛
し
て
る

鷺
沢

一朋

水
日
聞
の
夜
か
ら
来
た
ス
パ

イ
阿
部
陽
一

本
の
紹
介

「
ま
わ
り
道
」秋

山

ち

え

子

日盤
日
本
や
世
界
の
各
地
で
出
あ
っ

た
人
々
を
懐
し
く
思
い
出
し
、
そ

の
人
生
を
鮮
や
か
に
切
り
と
っ
て

綴
る
作
品
集
。

－
平
成

4
年
2
月
号

＠

口花練口.....・いろいろな花が美しく咲き乱れている禄をいう。また，優れた人物や優れた業綴などがー時期に集中して現れている状態のた

とえ。

a例
制
wl
 
（
 

九十口口・・・構物のクズのつるのように， くねくねと折れ曲がっている長い坂道や山道のことをいう。o~ 



あなたの回りの身近怠話題を待っています（H83-1100内線204）ヘ。

白寿おめでピうござい丞す

町
で

一
番
の
日
齢
者
、
守
崎
さ

－
と
さ
ん
が
一

一
月
十
日
で
白
脅
（
制

；

九
十
九
歳
）
を
迎
え
た
の
を
悦
い

歳

一
月
十
三
日
、
魚
津
町
長
ら
が
寺

内

uu
川

崎
さ
ん
が
入
所
中
の
「
有
機
苑
」

さ

を
訪
れ
、
視
い
状
と
羽
毛
ふ
と
ん

輔

を
贈
り
ま
し
た
。

寿

ヰ
寸
崎
さ
ん
は
明
治
二
十
六
年
の

長

生
ま
れ
。
足
が
弱
く
事
イ
ス
に
乗

齢

っ
て
い
る
ほ
か
は
、
い
た

っ
て
元

川

気
。
町
長
が
「
来
年
ま
た
宵
践
の

1

お
祝
い
に
釆
ま
す
か
ら
お
元
気
で
」

－
と
声
を
か
け
る
と
、
手
を
合
わ
せ

て
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

広報係では，・ News & Topi~s 

& 
下被尾

~1＜柳 l 区

池ヶ丘

JI!!.ヶ丘

高畠

イヒ 房

三 枚 橋

金山

内問

十
二
月
下
旬
か
ら
年
末
に
か
け
、

三
枚
橋
の
屯
照
菊
栽
階
段
家
の
皆

さ
ん
は
正
月
用
の
千
約
を
受
け
、

一
県
内
を
は
じ
め
全
凶
各
地
へ
の
発

ト

送
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

発

こ
の
屯
照
的
制
は
、
七
月
に
商
を

酌

定
制
し
た
も
の
を
ハ
ウ
ス
で
栽
崎

全

九
月
こ
ろ
か
ら
電
灯
を
と
も
し
て

欄

開
花
時
期
を
調
整
し
、

一
部
は
十

電

一
月
か
ら
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。

蜘

昨
年
は
日
照
不
足
や
台
風
十
九

枚

号
の
影
響
も
多
少
受
け
た
と
は
い

一一一
え
、
出
来
の
ほ
う
は
ま
ず
ま
ず
。

一
こ
の
お
正
月
、
三
枚
橋
の
ハ
ウ

ス
で
栽
培
さ
れ
た
↓屯
照
粥
が
日
本

の
あ
ち
こ
ち
の
家
庭
に
飾
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

朝
日
町
で
今
年

「成
人
式
」
を

迎
え
た
人
は
二
百
八
十
七
人
（
男

！
・

百
三
十
一
人
、
女
百
五
十
六
人
）。

岨
置

新
し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

E
－

た
晴
れ
の
門
出
を
祝
っ
て

一
月
十

－
e－
五
日
、
朝
日
町
中
央
農
協
会
館
で

一

．

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

n一

－

こ
の
日
は
午
前
十
時
の
附
式
ま

竪
4
ヘ
合

で
に
華
や
か
な
振
り
そ
で
ま

別
l
U
川
と
女
性
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

ん

伺
眠

包
ん
だ
男
性
ら
ニ
．自
二
十
三
人
が

械

ド

次

々

と

会

場

に

詰

め

か

け

詩

人

d
，

な
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

『－m
，
．

そ
し
て
式
典
に
続
き

「
わ
た
し

一

・
・

の
二
十
代
」
と
題
す
る
三
遊
亭
屯

－
h
－－

楽
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
新
成
人

・
4

の
皆
き
ん
は
、
最
後
に
全
員
そ
ろ

ビ

っ
て
記
念
撮
影
を
。
誓
い
も
新
た

に
、
は
じ
け
る
よ
う
な
若
き
と
夢
と

希
望
に
満
ち
た
。
二
十
歳
の
顔
。

を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

力
作
が
ズ
ラ
リ

ー

北
ア
ル
プ
ス
山
岳
写
真
展

｜

町
の
山
岳
自
然
保
護
団
体

「
M

辿
華
山
保
勝
叡
」
が
県
内
の
登
山

愛
好
家
の
皆
さ
ん
か
ら
山
や
高
山

刷
物
の
写
真
を
募
集
し
て
、
第
一

回
北
ア
ル
プ
ス
朝
日
岳

・
白
馬
岳

山
岳
写
真
展
を
開
き
ま
し
た
。

十
二
月
十
一
立
日
か
ら
二
週
間
に

わ
た
り
小
川
溢
泉
元
揚
の
ホ
テ
ル

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
写
真
展
に

は
、
山
を
愛
す
る
人
た
ち
の
力
作

五
十
点
が
展
示
さ
れ
、
温
泉
の
利

用
客
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

ト
イ
レ
也
ヴ
ヴ
ド

ー
歴
史
公
園
ト
イ
レ
に
さ
わ
や
か
賞
l

、
』
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
三
田
山

山
県
グ
Y

ド
ト
イ
レ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
朝
日
町
脈
史
公
園
の
公
衆
ト

イ
レ
が
県
内
問
か
所
の
ト
イ
レ
と

と
も
に
「
さ
わ
や
か
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

歴
史
公
固
め
雰
閉
気
に
・
調
和
す

る
よ
う
、
屋
根
に
石
が
置
か
れ
、

昔
の
民
家
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
こ
の
ト
イ
レ
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
き
わ
や
か
な
空
間
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

；軍
OQ 二口口一－…－－二つのうち一つを選ぶこと．
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横
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草
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／
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輔
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刈

コ
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ご
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日

り
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引
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叫
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冬

帳
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生
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反
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団

司
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先
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草
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p
f
問

的

ぷ

子

紀

子

夕

、

何

何

体

作

付

何

何

け

は
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何
付
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何
件
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作
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印
仰
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K
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経
郎
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磁

よ
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付
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M
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口
け
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一
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の
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イ
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林
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引
い
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（つづれ）

つ
づ
れ
は
木
綿
を
素
材
と
し
た
衣
服
で
、
昭

和
三
十
年
こ
ろ
ま
て
山
村
や
農
村
、
漁
村
の
人

々
の
仕
事
着
、
普
段
着
と
し
て
い
仏
く
芯
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

つ
づ
れ
の
作
り
方
に
は
、
新
し
い
布
地
を
合

ウ
d
つ

わ
せ
て
綴
る
も
の
と
、
古
着
を
合
わ
せ
て
綴
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
布
地
の
場
合

は
、
表
地
に
析
や
縦
織
を
使
い
、
装
地
に
は
紺
を

合
わ
せ
ま
し
た
。
か
な
糸
を
二
本
ど
り
に
し
て

み

ご

ろ

そ

e

え
内

布
目
に
沿
っ
て
、
身
頃
、
袖
、
衿
と
綴
り
、
そ

れ
ら
を
縫
い
合
わ
せ
て
仕
上
げ
ま
す
が
、
夜
な

べ
仕
事
に
幾
晩
も
か
け
て
指
先
が
痛
く
な
る
ま

で
一
針
一
針
縫
っ
て
作
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
つ
づ
れ
は、

針
目
模
様
が
美
し
い
う
え
、
部
厚
く
て
重
一
み
が

あ
り
、
と
て
も
丈
夫
な
も
の
で
し
た
。
冬
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
素
材
の
木
綿
は
通
気
性
に
と

み
、
汗
の
吸
収
力
も
よ
い
の
で
、
暑
い
夏
に
は

日
除
け
用
に
も
常
用
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
れ
は
、
ど
ん
ざ
、
さ
し
こ
な
ど
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん
ざ
の
呼
び
方
は
漁
村
地

区
に
み
ら
れ
、

北
海
道
あ
た
り
か
ら
伝
わ
っ
て

き
た
名
称
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
つ
づ
れ
も
、
シ
ャ
ツ
引
の
作
業
着
や
洋
服
の

普
及
に
よ
り
、
い
つ
し
か
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

も先人のぬく

同月四表1~r1 ~ 
，~J~と暢男心リ同友⑮ •· 
Jも71＜..が奏でる七重の調べ 2 

七 重滝 ！
腿嘩盤！

ヒエ
名標“七重滝”は，「富山の

名水55選」や 「とやまの沌37

選」，「富山の自然100選」にも

なっている府指定め文化財。

朝日ふるさと歩道「七重滝登

山口」から約20分．町の束郡

山地， 二王山に端を発する七重

谷川（笹川支流）にあります。

岩肌を七段になって孫下し

ていることからこの名称、がつ

いたとされる七重滝は，落差

約60m。名水が奏でる七亜の

調べと見事な最観は，古くか

ら名勝の地として人々に親し

まれています。

－
平
成

4
年
2
月
号
＠

V
新
し
い
年
を
迎
え
た
と
思
っ
た

ら
、
一
月
も
も
う
下
旬
。
富
山
地

方
気
象
台
の
三
か
月
子
報
に
よ
る

と、

二
月
に

一
時
然
、
さ
の
離
し
い

時
期
が
あ
る
も
の
の
、
春
の
訪
れ

は
平
年
よ
り
早
い
見
込
み
と
か
。

し
か
し
、
暖
冬
と
は
い
え
雪
国
に

と
っ
て
冬
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

V
今
月
号
は
二
月
と
い
う
こ
と
て

冬
景
色
を
表
紙
に
使
う
予
定
で
し

た
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
一
月
の
半

は
ま
で
雪
ら
し
い
雪
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
青
空
が
広

が
っ
た
一
月
十
五
日
、
成
人
式
の

取
材
の
あ
と
、

蓄
を
求
め
て
七
重

滝
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

V
カ
メ
ラ
を
担
ぎ、

雪
道
を
進
む

こ
と
わ
ず
か
二
十
分
足
ら
ず
。
情

け
な
い
ほ
ど
怠
を
切
ら
し
て
展
望

3

台
に
た
ど
り
着
く
と
、

雪
化
粧

を

什
Q
d
 

し
た
七
段
の
滝
が
優
し
い
音
を
た

。
川崎

て
な
が
ら
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

1
8

V
初
め
て
見
る
冬
の
七
重
滝
。
ほ

用

ん
の
少
し
足
を
の
ば
す
だ
け
で
、

u
d

口

問
こ
ん
な
美
し
い
景
色
に
出
会
う
こ

札

酬
と
が
で
き
る
：・
。
雪
国
に
住
む
こ

月

P

と
の
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

け カy コ内はj'jlf月上じ世帯数 5.203(+ 8) 計 18.044( + 2) 女 9'555 （一


